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明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
二
五
月
十
一
日
、
滋
賀
県
大
津
町
で
発
生

し
た
ロ
シ
ア
皇
太
子
遭
難
事
件
は
日
本
の
朝
野
を
震
憾
さ
せ
、
大
津
事
件

の
名
で
広
く
知
ら
れ
る
。
ま
た
大
審
院
長
児
島
惟
謙
が
政
府
の
干
渉
に
屈

せ
ず
司
法
権
の
独
立
を
守
っ
た
と
し
て
裁
判
史
上
に
特
筆
さ
れ
て
い
る
。

事
件
数
日
前
の
五
月
六
日
成
立
し
た
ば
か
り
の
松
方
正
義
内
閣
閣
僚
や

伊
藤
博
文
ら
元
老
た
ち
は
、
ロ
シ
ア
の
報
復
を
恐
れ
、
犯
人
の
巡
査
津
田

三
蔵
を
刑
法
一
一
六
条
（
皇
族
に
対
す
る
犯
罪
）
を
適
用
し
た
死
刑
に
す

る
よ
う
唱
え
た
。
こ
れ
に
対
し
児
島
大
審
院
長
は
通
常
の
謀
殺
未
遂
「
刑

法
二
九
二
条
、
一
一
二
条
）
で
裁
く
こ
と
を
主
張
し
、
大
津
地
裁
で
開
廷

し
た
大
審
院
特
別
法
廷
は
五
月
二
十
七
日
、
無
期
徒
刑
の
判
決
を
下
し
た
。

大
津
事
件
に
関
す
る
梅
謙
次
郎
意
見
書
（
安
岡
）

資
料

大
津
事
件
に
関
す
る
梅
謙
次
郎

意
見
書大
津
事
件
を
め
ぐ
っ
て 安
岡
昭
男

な
お
津
田
は
九
月
二
十
九
日
釧
路
分
監
で
病
死
し
て
い
る
。

こ
の
事
件
や
裁
判
を
め
ぐ
る
経
緯
の
詳
細
に
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、

『
明
治
天
皇
紀
』
の
記
述
に
よ
り
政
府
首
脳
の
動
向
の
一
端
を
窺
い
得
る
。

す
な
わ
ち
事
件
翌
日
、
京
都
へ
行
幸
出
発
後
、
首
相
官
邸
で
の
協
議
で
、

山
田
顕
義
司
法
大
臣
は
裁
判
官
中
に
犯
人
へ
の
刑
法
適
用
に
、
皇
室
罪
と

尋
常
謀
殺
罪
の
両
説
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
決
す
べ
き
か
を
問
う
た
。
伊
藤

は
「
罪
は
重
き
を
以
て
罰
す
べ
し
－
「
国
家
の
危
険
を
防
禦
す
る
た
め
に

は
非
常
の
処
理
を
施
す
も
亦
止
む
を
得
ざ
る
」
こ
と
と
言
い
、
諸
大
臣
も

異
議
な
か
っ
た
。
伊
藤
が
西
下
の
た
め
品
川
停
車
場
へ
赴
こ
う
と
す
る
や
、

逓
信
大
臣
後
藤
象
二
郎
と
農
商
務
大
臣
陸
奥
宗
光
が
来
訪
し
、
「
予
等
一

策
あ
り
、
金
員
を
投
じ
て
刺
客
を
雇
い
、
犯
人
を
殺
し
、
病
死
と
作
り
、

以
て
後
患
を
除
く
べ
し
、
露
国
に
於
て
は
往
往
是
れ
等
の
事
あ
り
一
と
し

た
。
伊
藤
は
「
筍
く
も
国
家
主
権
の
存
す
る
、
豈
斯
く
の
如
き
無
法
の
処

置
を
許
さ
ん
や
、
人
に
語
る
も
槐
づ
く
し
」
と
そ
の
議
を
し
り
ぞ
け
た
と

い
う
。
（
「
明
治
天
皇
紀
」
第
七
八
一
五
～
八
一
六
頁
）

こ
の
陸
奥
農
商
務
大
臣
の
下
に
梅
謙
次
郎
二
八
六
○
～
’
九
一
○
）

が
農
商
務
省
参
事
官
と
し
て
在
任
し
て
い
た
。
梅
は
東
京
外
国
語
学
校
を

経
て
司
法
省
法
学
校
に
進
み
、
明
治
十
七
年
卒
業
し
て
、
司
法
省
つ
い
で

文
部
省
御
用
掛
、
東
京
法
学
校
（
文
部
省
）
勤
務
と
な
る
。
こ
の
東
京
法

学
校
は
司
法
省
法
学
校
の
後
身
で
あ
り
、
翌
十
八
年
東
京
大
学
法
学
部
に

合
併
さ
れ
た
。
梅
は
そ
の
教
員
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
リ
ョ

’
四
一
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法
学
志
林
第
九
十
四
巻
第
三
号

ソ
大
学
に
入
学
し
、
同
二
十
二
年
ド
ク
ト
ゥ
ー
ル
・
ア
ン
・
ド
ロ
ァ
の
学

位
を
受
け
、
つ
い
で
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
学
び
、
同
二
十
三
年
帰
国
す
る
と
、

帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
同
年
、
和
仏
法
律
学
校
（
法

政
大
学
の
前
身
）
学
監
に
も
迎
え
ら
れ
た
。
時
に
満
三
十
歳
。
二
十
四
年

五
月
二
日
農
商
務
省
参
事
官
を
兼
任
し
た
。
大
津
事
件
の
九
日
前
で
あ
る
。

梅
の
才
幹
を
認
め
た
陸
奥
農
商
務
大
臣
に
大
学
教
授
の
ま
ま
参
事
官
へ
の

就
任
を
請
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
梅
の
回
顧
談
に
よ
れ
ば
、
「
高
等
官
会
議

ご
と
に
陸
奥
は
多
く
予
の
意
見
を
採
用
し
た
。
伯
は
頭
の
良
い
だ
け
に
能

く
判
る
」
「
偉
い
け
れ
ど
利
己
主
義
の
き
ら
い
が
あ
る
」
と
し
て
お
り
、

む
し
ろ
伊
藤
博
文
に
親
近
し
た
風
が
あ
っ
た
（
東
川
徳
治
『
博
士
梅
謙
次

郎
』
’
二
六
二
頁
）
。
陸
奥
大
臣
は
法
律
に
詳
し
い
梅
参
事
官
に
大
津
事
件

に
関
し
諸
外
国
の
例
な
ど
の
調
査
を
命
じ
、
意
見
を
徴
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
梅
は
次
の
第
二
次
伊
藤
内
閣
で
明
治
二
十
六
年
五
月
ま
で
農
商
務

省
参
事
官
を
兼
任
し
、
同
年
四
月
に
法
典
調
査
会
起
草
委
員
と
な
り
、
の

ち
一
時
、
法
制
局
長
官
、
文
部
総
務
長
官
を
兼
ね
、
帝
国
大
学
教
授
の
傍

ら
、
和
仏
法
律
学
校
校
長
、
法
政
大
学
総
理
を
務
め
、
伊
藤
統
監
の
懇
請

に
よ
り
韓
国
法
律
顧
問
と
し
て
渡
韓
を
重
ね
、
明
治
四
十
三
年
八
月
京
城

（
ソ
ウ
ル
）
で
病
没
し
た
。

二
梅
謙
次
郎
参
事
官
の
意
見
書

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
の
陸
奥
宗
光
関
係
文
書
中
に
梅
謙

’
四
二

次
郎
自
筆
と
み
ら
れ
る
大
津
事
件
関
係
の
意
見
書
が
あ
り
、
陸
奥
農
商
務

大
臣
の
依
頼
に
答
え
て
起
草
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
農
商
務
省
」

罫
紙
墨
書
六
丁
。
（
事
件
直
後
と
す
れ
ば
明
治
二
十
四
年
五
月
で
あ
る
が

日
付
を
欠
き
月
日
不
詳
）
。

梅
謙
次
郎
の
意
見
書
は
全
文
の
表
題
は
無
く
、

（
１
）
外
国
の
皇
太
子
に
対
す
る
罪
に
つ
い
て
諸
外
国
の
例

（
２
）
今
回
の
犯
人
を
死
刑
に
処
す
べ
き
理
由

（
３
）
今
回
の
犯
人
を
死
刑
に
処
す
べ
き
で
な
い
理
由

の
順
に
述
べ
て
い
る
（
番
号
は
便
宜
筆
者
に
よ
る
）
。

（
１
）
で
は
外
国
の
皇
太
子
に
対
す
る
罪
に
つ
い
て
諸
外
国
の
例
を
述

べ
、
調
査
未
了
と
し
な
が
ら
も
、
お
お
む
ね
各
国
と
も
自
国
の
皇
太
子
に

対
す
る
罪
と
同
一
に
は
論
じ
て
い
な
い
よ
う
だ
と
す
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
三

世
治
下
の
パ
リ
で
ロ
シ
ア
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
を
襲
っ
た
未
遂
犯

人
を
無
期
徒
刑
に
し
た
例
や
、
ド
イ
ツ
刑
法
の
条
文
（
尋
常
外
国
君
主
の

殺
害
を
企
て
た
も
の
は
一
年
以
上
十
年
以
下
の
禁
獄
）
も
挙
げ
て
い
る
。

参
考
と
し
て
、
我
国
で
当
初
の
刑
法
草
案
に
外
国
君
主
に
対
す
る
罪
の

一
条
が
あ
っ
た
の
に
削
除
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
後
ポ
ァ
ソ
ナ
ー
ド
改
正
草

案
作
成
に
当
り
一
条
を
設
け
、
日
本
政
府
の
賓
客
で
あ
る
外
国
の
君
主
・

皇
族
に
対
し
侮
辱
・
脅
迫
の
所
為
あ
る
と
き
は
、
そ
の
条
に
照
ら
し
重
き

に
従
っ
て
処
断
す
、
と
あ
り
、
故
に
謀
殺
未
遂
は
無
期
徒
刑
に
処
す
べ
き

も
の
と
し
て
い
る
。
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次
に
（
２
）
「
今
回
の
犯
人
を
死
刑
に
処
す
べ
き
理
由
」
で
は
、
刑
法

第
三
六
条
に
言
う
「
天
皇
三
后
皇
太
子
」
と
は
外
国
の
君
主
貴
族
に
適

用
す
べ
か
ら
ず
と
す
る
論
者
の
説
を
反
駁
す
る
形
で
、
外
国
君
主
を
殺
害

せ
ん
と
す
る
害
、
た
と
え
そ
の
天
皇
を
試
殺
一
せ
ん
と
す
る
害
に
は
及
ば
な

い
と
し
て
も
、
決
し
て
尋
常
人
を
殺
さ
ん
と
す
る
害
の
比
で
な
い
、
と
し

て
重
罰
に
処
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。

以
上
の
論
拠
は
次
の
（
３
）
「
今
回
の
犯
人
を
死
刑
に
処
す
べ
か
ら
ざ

る
理
由
」
の
項
に
よ
っ
て
、
牽
強
付
会
に
近
い
も
の
と
し
て
否
定
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
虚
心
に
刑
法
を
解
釈
す
れ
ば
必
ず
無
期
か
有
期
の
徒
刑
に
処
す

べ
き
も
の
と
い
う
。
こ
こ
で
も
前
述
の
フ
ラ
ン
ス
で
ロ
シ
ア
帝
を
殺
害
し

よ
う
と
し
た
者
を
無
期
徒
刑
に
処
し
た
こ
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
刑
法
学
者
の

著
書
の
引
用
に
よ
り
、
犯
人
が
政
府
の
知
ら
ざ
る
に
暴
行
を
な
し
政
府
が

公
然
と
否
認
す
る
以
上
は
、
そ
の
結
果
開
戦
に
至
る
こ
と
は
な
い
と
し
た
。

ロ
シ
ア
に
対
し
日
本
が
事
実
を
十
分
告
げ
て
、
ひ
た
す
ら
我
が
官
吏
の
粗

漏
を
謝
せ
ば
ロ
シ
ア
が
戦
端
を
開
く
こ
と
は
よ
も
あ
る
ま
い
。
し
か
る
に

日
本
が
漫
り
に
畏
れ
、
「
敢
テ
法
律
を
曲
ゲ
」
て
「
不
法
ノ
裁
判
ヲ
下
タ

ン
以
テ
彼
レ
ノ
歓
心
ヲ
得
と
と
望
む
な
ら
ば
、
独
立
国
と
視
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
後
日
の
条
約
改
正
交
渉
に
も
諸
国
は
治
外
法
権
の
撤
廃
を
認

め
な
い
で
あ
ろ
う
と
戒
め
る
。

結
論
（
と
い
う
言
葉
は
用
い
て
い
な
い
が
）
と
し
て
、
今
回
の
犯
人
を

大
審
院
に
送
る
よ
う
な
こ
と
を
せ
ず
、
尋
常
の
重
罪
と
し
て
裁
判
せ
よ
と

大
津
事
件
に
関
す
る
梅
謙
次
郎
意
見
書
（
安
岡
）

す
る
。
も
し
ロ
シ
ア
が
犯
人
を
死
刑
に
処
せ
ね
ば
戦
端
を
開
く
と
脅
迫
し

た
場
合
は
や
む
な
く
従
う
と
し
て
も
、
「
天
下
ノ
輿
論
」
（
世
界
の
公
論
）

は
弱
国
日
本
が
強
国
ロ
シ
ア
に
及
ば
ず
、
当
初
は
法
律
を
執
り
て
動
か
ず
、

ロ
シ
ア
の
不
法
な
強
制
に
よ
り
死
刑
を
宣
告
し
た
と
し
て
、
「
我
レ
ノ
直
、

彼
レ
ノ
曲
ヲ
天
下
二
表
明
ス
ル
モ
ノ
」
と
、
陸
奥
大
臣
に
対
し
、
普
通
謀

殺
未
遂
に
よ
る
裁
判
を
進
言
し
て
い
る
。

大
津
事
件
に
関
し
て
は
顧
問
イ
タ
リ
ア
人
パ
テ
ル
ノ
ス
ト
ロ
の
答
議

（
五
月
十
一
日
、
十
四
日
）
、
井
上
毅
の
意
見
（
五
月
二
十
四
日
）
な
ど
も

あ
る
。
民
法
典
論
争
と
梅
の
活
動
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
大
津
事
件
に
関

し
て
は
梅
の
伝
記
に
も
、
ま
た
大
津
事
件
関
係
の
論
著
に
も
言
及
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
な
の
で
、
梅
の
意
見
書
を
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。

［
付
記
］
パ
テ
ル
ノ
ス
ト
ロ
答
議
は
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
編

『
近
代
日
本
法
制
史
料
集
』
（
井
上
毅
伝
外
篇
）
第
十
一
所
収
、
井
上
毅
の

意
見
書
は
『
井
上
毅
伝
』
史
料
篇
第
二
（
国
学
院
大
学
図
書
館
刊
）
所
収
、

な
お
木
野
主
計
箸
『
井
上
毅
研
究
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）
参
照
。
大

津
事
件
に
関
す
る
戦
後
の
研
究
書
と
し
て
は
、
田
岡
良
一
箸
『
大
津
事
件

の
再
評
価
』
（
新
版
）
有
斐
閣
（
’
九
八
三
）
、
新
井
勉
著
『
大
津
事
件
の

再
構
成
』
御
茶
の
水
書
房
二
九
九
四
）
同
「
大
津
事
件
に
お
け
る
天
皇

の
裁
判
干
渉
」
日
本
法
学
六
二
巻
一
号
（
’
九
九
六
）
な
ど
。
小
坂
り
か

「
大
津
事
件
の
一
考
察
」
法
政
大
学
大
学
院
紀
要
三
十
一
一
二
九
九
四
）

は
国
民
の
反
応
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
二
九
九
七
、
｜
、
二
○
稿
）

一
四
三
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外
国
ノ
皇
太
子
二
対
ス
ル
罪
二
付
諸
外
国
ノ
例

此
点
ハ
未
夕
調
査
ヲ
了
へ
サ
ル
ヲ
以
テ
委
曲
陳
述
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
レ
ト

モ
諸
外
国
ノ
法
律
大
抵
皆
ナ
之
と
一
関
ス
ル
特
例
ヲ
褐
ヶ
多
少
厳
酷
二
之

レ
ヲ
罰
ス
ル
カ
如
シ
ト
錐
ト
モ
概
ネ
皆
ナ
本
国
ノ
皇
太
子
二
対
ス
ル
罪
卜

同
一
一
天
之
レ
ヲ
論
セ
サ
ル
カ
如
シ

仏
国
二
於
テ
ハ
古
来
国
君
二
対
ス
ル
罪
ヲ
罰
ス
ル
ニ
特
別
厳
酷
ナ
ル
刑
ヲ

以
テ
シ
タ
リ
シ
カ
最
後
ノ
法
文
即
チ
掌
破
需
第
三
世
ノ
治
下
二
於
テ
千
八

百
五
十
三
年
六
月
十
日
法
律
ヲ
以
テ
刑
法
第
八
十
六
条
ヲ
改
正
シ
テ
曰
ク

■
勺
も
９
勺
ｂ
も
も
も
勺
？
ｂ
、

皇
帝
（
ロ
ョ
ロ
の
『
２
『
）
ノ
生
命
又
ハ
身
体
二
対
ス
ル
危
害
（
四
鳶
の
日
日
）

。
い
い
勺
も
も
も
己
■
■
勺
■
■
勺
９
も
も
ｂ
も
も
も
■
わ
宅
勺

ハ
殺
親
犯
ノ
刑
二
虚
ス
皇
族
ノ
生
命
二
対
ス
ル
危
害
ハ
幽
囚
流
刑
（
□
８
．
門
，

庁
ｇ
】
・
ロ
｜
：
口
②
目
の
①
ロ
・
の
旨
芹
の
［
ｏ
昌
愚
の
）
二
虚
ス
ト
故
二
仏
国
ノ

皇
太
子
二
対
ス
ル
危
害
ハ
幽
囚
流
刑
（
無
期
）
一
一
虚
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
シ

カ
其
後
共
和
政
治
ノ
世
ト
ナ
リ
テ
ハ
之
レ
ヲ
大
統
領
二
適
用
ス
ヘ
ヵ
ラ
ス

ト
云
う
コ
ト
学
者
ノ
説
ナ
リ
（
「
シ
ョ
ー
ヴ
ヲ
ー
、
ア
ド
ル
Ｚ
及
上

「
フ
ヲ
ー
ス
タ
ェ
ン
、
エ
リ
ー
」
刑
法
）

大
津
事
件
に
関
す
る
梅
謙
次
郎
意
見
書

凡
例
圏
点
は
原
文
に
よ
る
。
原
則
と
し
て
旧
字
体
を
新
字
体

に
改
め
、
原
文
の
抹
消
は
［
］
で
示
し
た
。

法
学
志
林
第
九
十
四
巻
第
三
号

一
四
四

然
リ
ト
錐
ト
モ
外
国
ノ
君
主
二
対
ス
ル
罪
二
付
テ
ハ
別
段
ノ
規
定
ナ
ク
唯

刑
法
第
八
十
四
条
及
上
第
八
十
五
条
二
於
テ
外
国
二
対
シ
敵
意
ヲ
示
〆
シ

以
テ
戦
端
ヲ
開
ク
ノ
危
険
二
階
イ
ラ
シ
メ
又
ハ
仏
人
二
対
シ
復
麟
ノ
虚
置

ヲ
招
ク
モ
ノ
ハ
逐
放
又
ハ
流
刑
二
虚
ス
ト
曰
へ
ル
ヲ
以
テ
之
レ
ヲ
外
国
ノ

君
主
二
対
シ
危
害
ヲ
加
ヘ
ン
ト
欲
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
適
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
へ

キ
カ
如
シ

右
ノ
規
定
ナ
ル
ニ
因
り
千
八
百
六
十
七
年
露
国
皇
帝
亜
歴
山
第
一
世
力
仏

国
皇
帝
掌
破
需
第
三
世
ノ
賓
客
ト
ナ
リ
巴
黎
大
博
覧
会
ヲ
遊
覧
セ
ン
時
波

蘭
人
力
露
国
皇
帝
二
対
シ
危
害
ヲ
試
ミ
タ
リ
シ
カ
唯
尋
常
ノ
殺
人
犯
二
問

上
謀
殺
ヲ
以
テ
論
シ
タ
ル
カ
故
二
死
刑
二
虚
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
シ
モ
其

犯
罪
未
タ
成
ラ
サ
リ
シ
カ
ハ
陪
審
員
ハ
之
レ
ー
ー
酌
量
減
軽
ヲ
与
へ
無
期
徒

刑
二
虚
セ
ラ
レ
タ
リ

独
国
刑
法
第
八
十
条
二
撞
レ
ハ
皇
帝
、
自
己
ノ
国
君
又
ハ
独
逸
聯
邦
滞
在

中
其
地
ノ
国
君
ヲ
試
害
シ
又
ハ
試
害
セ
ン
ト
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
死
刑
二
虚
シ

其
他
ノ
場
合
二
於
テ
独
逸
聯
邦
ノ
君
主
ヲ
殺
害
セ
ン
ト
企
テ
タ
ル
モ
ノ
ハ

（
§
一
…

無
期
流
刑
又
ハ
徒
刑
（
国
巨
Ｃ
三
目
巨
印
・
口
の
『
句
の
『
［
一
口
、
⑪
・
ず
四
（
｛
）
二
魔
ス

ヘ
シ
ト
セ
リ
（
第
八
十
一
条
）
而
シ
テ
尋
常
外
国
ノ
君
主
ヲ
殺
害
セ
ン
ト

企
テ
タ
ル
モ
ノ
ハ
一
年
以
上
十
年
以
下
ノ
禁
獄
二
虚
セ
リ
（
第
百
○
二

条
）

参
考
我
邦
刑
法
原
草
案
ニ
ハ
外
国
ノ
君
主
二
対
ス
ル
罪
二
関
ス
ル
一
条

ア
リ
タ
ル
モ
終
二
之
レ
ヲ
削
リ
タ
リ
ト
云
う
其
意
詳
カ
ナ
ラ
ス
ト
錐
ト
モ
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差
シ
外
国
交
渉
ノ
犯
罪
ハ
可
成
之
レ
ヲ
省
ク
ノ
精
神
ナ
リ
シ
ヵ
其
後
「
ポ

ワ
ッ
ソ
ナ
ー
ド
」
ヲ
シ
テ
改
正
草
案
ヲ
作
ラ
シ
ム
ル
ー
ー
当
リ
テ
「
ポ
ワ
ッ

ソ
ナ
ー
ド
」
ハ
固
ク
前
説
ヲ
執
り
復
夕
之
レ
ニ
関
ス
ル
一
条
ヲ
設
ケ
タ
リ

曰
ク
日
本
政
府
ノ
賓
客
ダ
ル
外
国
ノ
君
主
、
皇
族
二
対
シ
侮
辱
、
脅
迫
ノ

所
為
ア
ル
ト
キ
ハ
其
各
本
条
二
照
シ
重
キ
ー
一
従
テ
虚
断
ス
但
シ
苦
役
二
服

セ
シ
メ
ス
其
他
ノ
重
罪
軽
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
総
テ
各
本
条
二
照
シ
重

キ
ー
一
従
テ
虚
断
ス
云
々
故
二
謀
殺
未
遂
ハ
無
期
徒
刑
二
虚
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ

リ
キ
今
ノ
改
正
刑
法
草
案
第
百
五
十
一
条
一
六
日
本
国
ノ
賓
客
ダ
ル
外
国

も
℃
℃
ｂ
▽
も
も
ｂ
も
い
い
ｂ
で
可
も
や
も
ｂ
ｂ
ｂ
も
ｂ
■
■
℃
い
い
勺

ノ
君
主
、
皇
族
・
・
…
・
ニ
対
シ
侮
辱
シ
タ
ル
者
ハ
第
百
五
十
六
条
ノ
例
二
擬

シ
テ
魔
断
ス
ト
日
上
其
第
百
五
十
六
条
一
一
ハ
官
吏
公
吏
又
ハ
議
員
二
対
シ

其
職
務
執
行
ノ
際
若
ク
ハ
其
職
務
二
関
シ
其
面
前
一
一
於
テ
侮
辱
ヲ
為
シ
タ

ル
者
ハ
十
一
日
以
上
二
年
以
下
ノ
無
役
禁
鋼
二
虚
ス
ト
曰
ヘ
リ
故
二
謀
殺

未
遂
ノ
如
キ
ハ
尋
常
ノ
場
合
一
一
於
ケ
ル
如
ク
無
期
又
ハ
ー
等
有
刑
懲
役
一
一

虚
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ

今
回
ノ
犯
人
ヲ
死
刑
二
魔
ス
ヘ
キ
理
由

、
も
の
Ｕ
ｏ
。
。
も
も
も
や
■
勺
■
９
も
も
ｂ

刑
法
第
百
十
六
条
二
日
ク
天
皇
三
后
皇
太
子
二
対
シ
危
害
ヲ
加
へ
又
ハ
加
ロ
◎

ヘ
ン
ト
シ
タ
ル
者
ハ
死
刑
二
虚
ス
ト
故
二
文
字
上
ヨ
リ
ニ
ー
ー
ロ
ヘ
ハ
露
国
皇
太

ｏ
 

子
二
対
シ
危
害
ヲ
加
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ハ
死
刑
二
虚
ス
ヘ
キ
コ
ト
勿
論
ナ
リ
論

も
■
も
●
、
。
◎

者
ハ
曰
ク
然
ラ
ス
天
皇
三
后
皇
太
子
ト
ハ
唯
我
邦
ノ
天
皇
三
后
皇
太
子
ヲ

指
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
決
シ
テ
外
国
ノ
君
主
皇
族
二
之
レ
ヲ
適
用
ス
ヘ
カ

大
津
事
件
に
関
す
る
梅
謙
次
郎
意
見
書
（
安
岡
）

ラ
サ
ル
コ
ト
ハ
猶
第
百
二
十
一
条
二
政
府
邦
土
卜
曰
フ
ハ
唯
我
邦
ノ
政
府

も
Ｕ
Ｄ
■

邦
土
ヲ
指
ス
カ
コ
ト
ク
他
ノ
諸
条
二
於
テ
官
吏
宮
署
卜
曰
フ
ハ
唯
我
邦
ノ

官
吏
官
署
ヲ
指
ス
カ
コ
ト
シ
ト
其
レ
然
リ
豈
二
其
然
ラ
ン
ャ
論
者
力
援
ヶ

◎
。
■
■
勺
い
い

ル
第
百
二
十
一
条
ハ
内
乱
二
関
ス
ル
罪
ノ
節
下
二
在
り
故
二
特
一
一
日
本
ノ

政
府
邦
土
卜
曰
ハ
サ
ル
モ
其
日
本
ノ
政
府
邦
土
ノ
ミ
ヲ
指
ス
コ
ト
敢
テ
疑

ヲ
容
ル
ヘ
カ
ラ
ス
又
官
吏
宮
署
ハ
固
ト
ョ
リ
我
邦
ノ
官
吏
官
署
ヲ
指
ス
モ

。
ｏ

ノ
ナ
リ
ト
錐
ト
モ
是
レ
他
ナ
シ
外
国
ノ
官
吏
ハ
我
邦
二
於
テ
ハ
官
吏
二
非

⑥
ロ

ス
宮
署
モ
亦
夕
之
レ
ヲ
官
署
卜
看
倣
ス
コ
ト
能
ハ
ス
之
レ
ー
一
反
シ
外
国
ノ

君
主
ハ
我
邦
二
於
テ
モ
君
主
ナ
リ
何
慮
二
到
ル
モ
其
主
権
ヲ
失
ハ
ス
全
ク

独
立
不
綱
他
国
ノ
法
律
二
服
従
ス
ル
ヲ
要
セ
ス
又
充
分
君
主
タ
ル
ノ
待
遇

ヲ
受
ク
ヘ
キ
ナ
リ
是
レ
豈
一
一
我
邦
二
来
レ
ハ
必
ス
我
邦
ノ
法
律
二
服
従
ス

ヘ
ク
又
通
常
官
吏
タ
ル
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
外
国
ノ
官
吏
卜
同
一

視
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ソ
ャ
（
我
邦
現
時
ノ
如
ク
治
外
法
権
ナ
ル
国
際
法
以
外

ノ
モ
ノ
ア
ル
場
合
ハ
論
外
一
一
舎
カ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
）
然
ラ
ス
ン
ハ
商
寶
農

工
医
師
穏
婆
モ
亦
夕
外
国
人
ヲ
包
含
セ
ス
ト
曰
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
論
者
或

ハ
曰
ハ
ン
外
国
ノ
君
主
力
我
邦
ノ
法
律
二
服
従
セ
サ
ル
コ
ト
ハ
固
ト
ョ
リ

国
際
公
法
ノ
許
ス
所
ナ
リ
ト
錐
ト
モ
外
国
使
臣
モ
亦
タ
我
力
法
律
二
服
従

セ
ス
然
ラ
ハ
外
国
使
臣
二
対
ス
ル
罪
モ
亦
夕
天
皇
二
対
ス
ル
罪
卜
同
一
視

ス
ヘ
キ
カ
ト
是
レ
甚
タ
論
駁
ヲ
誤
レ
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
ヘ
シ
外
国
使
臣
力
我

力
法
律
二
服
従
セ
サ
ル
ハ
唯
実
際
ノ
必
要
上
ヨ
リ
出
テ
タ
ル
モ
ノ
ー
ー
シ
テ

敢
テ
主
権
者
ヲ
代
表
ス
ル
ヲ
以
テ
ノ
故
二
非
サ
ル
ナ
リ
且
シ
仮
リ
ー
一
之
レ

一
四
五
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法
学
志
林
第
九
十
四
巻
第
三
号

ヲ
主
権
者
ノ
代
理
人
卜
看
倣
ス
モ
代
理
人
ハ
其
委
任
ヲ
受
ケ
タ
ル
コ
ト
ヲ

行
う
一
一
当
リ
テ
其
委
任
者
自
ラ
之
レ
ヲ
行
ヒ
タ
ル
ト
同
一
視
ス
ル
ト
云
う

マ
マ

ト
過
キ
ス
若
シ
然
ラ
ス
ハ
天
皇
ノ
代
理
人
ダ
ル
官
吏
ハ
天
皇
卜
同
一
視
ス

ヘ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
之
レ
ー
ー
対
シ
テ
ハ
天
皇
二
対
ス
ル
ト
同
一
ノ
敬
礼
ヲ
加

ヘ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
之
レ
ー
ー
対
シ
テ
犯
シ
タ
ル
罪
ハ
天
皇
二
対
シ
テ
犯
シ
タ

ル
罪
卜
同
一
ナ
リ
ト
曰
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
豈
一
一
此
理
ア
ラ
ン
ャ
且
ツ
ヤ
外
国

君
主
ヲ
殺
サ
ン
ト
ス
ル
ノ
害
ハ
仮
令
我
力
天
皇
ヲ
試
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
害
ニ

ハ
及
ハ
サ
ル
モ
決
シ
テ
尋
常
人
ヲ
殺
サ
ン
ト
ス
ル
ノ
害
ノ
比
二
非
ス
故
一
一

之
レ
ヲ
罰
ス
ル
コ
ト
必
ス
重
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ナ
リ
，

今
回
ノ
犯
人
ヲ
死
刑
二
虚
ス
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
理
由

前
段
二
述
へ
ダ
ル
所
ハ
固
ト
ョ
リ
牽
強
傅
会
ニ
近
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
虚
心
一
一

刑
法
ヲ
解
釈
セ
ハ
必
ス
無
期
又
ハ
有
期
徒
刑
二
虚
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
而
シ

テ
外
国
二
於
テ
モ
大
抵
皆
ナ
外
国
ノ
君
主
二
対
ス
ル
罪
ヲ
本
国
ノ
君
主
一
一

対
ス
ル
罪
卜
同
一
視
セ
サ
ル
コ
ト
第
一
段
二
於
テ
述
へ
ダ
ル
力
如
シ
殊
一
一

仏
国
二
於
テ
先
年
露
帝
ヲ
殺
サ
ン
ト
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
仏
国
刑
法
二
於
テ
死

刑
二
魔
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ダ
ル
一
一
拘
ハ
ラ
ス
唯
之
レ
ヲ
無
期
徒
刑
二
虚
シ
タ

ル
ニ
当
時
露
国
ハ
之
レ
ヲ
責
メ
テ
兵
端
ヲ
開
キ
シ
カ
ト
云
う
一
一
固
ト
ョ
リ

右
様
ノ
事
ア
ラ
サ
リ
シ
ナ
リ
仏
国
刑
法
学
者
中
殊
一
一
名
し
有
ナ
リ
シ

「
フ
ヲ
ー
ス
チ
ュ
ン
、
エ
リ
ー
」
モ
其
著
書
中
二
於
テ
論
シ
テ
曰
ク
欧
州

勺
己
①
Ｕ
も
ｂ
●
や
も
い
、
□
わ
勺
も
勺
も
。
。
句
勺
９
勺
■
①
勺
も
勺

ノ
政
治
上
ノ
有
様
二
於
テ
ハ
｜
ノ
国
民
又
ハ
官
吏
ガ
単
一
ノ
所
為
ニ
因
り

一
四
六

℃
ｂ
も
ｂ
□
い
ゎ
ｂ
■
ｂ
ｑ
Ｄ
●
ｃ
■
い
、
■
勺
ｃ
ｂ
Ｏ
ｂ
９
℃
□
口
勺

テ
両
国
ノ
間
一
一
戦
端
ヲ
開
カ
シ
ム
ル
コ
ト
ハ
難
シ
宣
戦
ハ
被
害
国
一
一
於
テ

。
ｂ
□
ｑ
■
も
も
ｂ
□
ｂ
ｂ
■
も
も
む
ｂ
■
■
℃
ｂ
も
も
む
○
℃
Ｃ
口
勺

弁
解
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ァ
ラ
ス
然
ル
ー
一
犯
人
力
其

Ｃ
Ｃ
も
ｂ
ｂ
ｂ
己
ｂ
□
ｂ
□
も
も
可
も
わ
じ
■
。
ｂ
□
ｂ
⑦
①
℃
ｂ
①
ｂ

政
府
ノ
知
ラ
サ
ル
ー
ー
其
暴
行
ヲ
為
シ
タ
ル
場
合
一
一
於
テ
ハ
筍
モ
政
府
公
然

も
ｂ
①
●
℃
ｂ
Ｄ
ｂ
■
勺
、
℃
■
も
も
い
い
①
℃
い
む
句
で
■
己
ｃ
①
Ｕ

之
レ
ヲ
非
認
ス
ル
以
上
ハ
其
結
果
ト
シ
テ
終
一
一
開
戦
一
一
至
ル
コ
ト
ハ
差
シ

之
レ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
ト
故
一
一
我
邦
一
一
於
テ
充
分
露
国
二
対
シ
事
実
ヲ
告
ヶ

只
管
我
力
官
吏
ノ
粗
漏
ヲ
謝
セ
ハ
露
国
ハ
［
差
シ
開
戦
ノ
ロ
実
ナ
カ
ラ

乙
深
ク
我
邦
ヲ
尤
ム
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ヘ
シ
若
シ
彼
レ
我
力
弱
一
一
乗
シ

猶
ホ
我
レ
ヲ
資
ム
ル
コ
ト
ア
ラ
ハ
曲
固
ト
ョ
リ
彼
レ
ー
ー
在
り
今
日
国
際
ノ

関
係
二
於
テ
モ
大
二
輿
論
ヲ
貴
フ
ノ
時
一
一
当
リ
テ
彼
レ
此
曲
一
一
撞
リ
テ
我

二
戦
端
ヲ
開
ク
コ
ト
ハ
ョ
モ
セ
サ
ル
ヘ
シ
然
ル
ー
我
邦
一
一
於
テ
漫
一
一
彼
レ

ヲ
畏
レ
敢
テ
法
律
ヲ
曲
ヶ
不
法
ノ
裁
判
ヲ
下
タ
シ
以
テ
彼
レ
ノ
歓
心
得
ン

コ
ト
ヲ
庶
幾
フ
コ
ト
ア
ラ
ハ
是
レ
ョ
リ
我
国
威
世
界
一
一
振
ル
ハ
ス
日
本
国

ハ
治
外
法
権
ヲ
解
キ
外
人
ヲ
シ
テ
其
法
律
一
一
服
従
セ
シ
メ
ン
ト
謀
ル
ー
一
拘

ハ
ラ
ス
ー
且
強
国
ノ
太
子
一
一
対
シ
罪
ヲ
犯
カ
ス
モ
ノ
ァ
ル
ト
キ
ハ
未
夕
彼

レ
ノ
要
求
モ
侍
タ
ス
忽
チ
其
法
律
ヲ
曲
ヶ
酷
刑
ヲ
以
テ
之
レ
ヲ
罰
シ
以
テ

己
レ
ノ
法
律
ハ
一
切
外
人
ノ
タ
メ
ー
ス
適
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
タ

ル
コ
ト
ヲ
承
認
シ
テ
恥
チ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
豈
一
一
独
立
国
ヲ
以
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